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りんご果寅内可溶性同形物含量の部位による嬰異に就て

青葉 高@富樫重遺

(山形大学農学部園芸学研究室)

Takashi AOBA e七 JuzoTOGASHI On pertial variation of 

soluhle solid content in apple fruiι 

最近は果実審査に合糖量を考慮する場合が多く，審査をより合理的なものとして居るが，此の検査は

通常果実の頂部，中央部，底部の三点位より試料をとり， Refr加 tometerで可溶性固形物量を測定し，

其の値により糖分量を判定して居る.果実の可溶性固形物量と純精分量とは通常略併行的に変化すると

されて居るので， 7).rtC点本法は簡単で且安当性ある方法と言い得る.併し西瓜等の如く果実内の部位に

依り著しく含糖量を異にナるものもあり，此点検査部位に就ては十分!吟味の要があり，従来多くの検査

官は経験的に此点を知悉して居る様であるが，未だ各種果実に就き具体的に調査した例は甚だ少い 1)7) 

よって先すなりんご14品種に就て果実内各部位の可溶性固形物含量の調査を行った.

本試積に当り指導戴いた千葉大学園芸学部大野助教授，並びに材料を分譲された青森照りんご試験場

に厚く感謝の意を表する.

材料及び方法

供試果実中第 1表旬日は青森;探りんご試験場産，其の他[式市販品を購入したものである.

第 1問の調査は1P52年 1月間従前の方法により調査し，第2田は 2月中旬，第 1閣の如き各部位より
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により可Halld TIefractometer. 

第 2号

夫A3点の村料をとり

山形農林学会報

溶性国形物量を検定した.猶j温度更正は行なって居ない

が，検査は 7，"，"，14" Cの範囲で概 -0.5。の更正を必要とす

る.併し此の点より各区の相対的な差異を乱す如き恐れ

調査結果並考察

はなかった.

調査の結果は第1. 2表の通りである.印ち一般に]耳

又は多く，部程可溶性固形物含量(以下車に含量とす)

間タト居より内部に行く程其の合量は減す京る傾向にあわ

36 

B 

光標準果外j菅部の場合頂部p 赤道部，底部聞の差は有意

であった.(第 3表)併し部位に依る変化の程度は品種に可溶性問i[1!物jJW定部位第 1図

依り若干の相注があり，合棺量と共に品種のー特性と考えられ，本調査の範囲に於ては，倭錦，緋の衣
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11'露，緋の衣，青龍等は頂底部の差が少なかった・

(19ラ2年 2月中旬)

リチア{12デリシヤス，紅玉等は内外!青白差少し

第 2表

名極t日

-0.3 
-0.2 
-0.2 
-1.5 
0.2 

-0.1 
-0.5 

-0.2 
-0.6 

O 
-0.7 
0.2 

-0.6 

紅玉
ネリチヤードヂリシヤス
デリジヤス
ゴ、、同ルデνデリシヤス

ネ甘 露
叩自 の 卵
*緋の衣
倭錦
*コ-トラシ ド
*育 百官
*ワイシサツ 7'

* 翠 玉
*f.P 度
国 光

備考:

国光果実可溶性問形物の部位による差異第 3表

分散分析表

日l自由度!偏差平方和!平均平方和 I1<' 

計 I11 山河 1- 一
区間 2 630.6 315.3 i** 13.46 

区内 9 t 210.775 I 23.42 

明

由
一

ν

園一底

14.7 
15.5 
16.1 
15.9 

16.6 
1ラ.8
16.6 
16.6 

合量表

¥部位i良 部|赤道
{回1本¥A ' A 

17.8 
17‘o 

ii;::l 
1
2
3
4島

備考:材料1t比較的熱度の進んだ4額に就ι各部位3ヶ所をとり検定
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きたに時期的変化を見ると多くの場合第 1回の合量が多いが，特に晩生品種では逝の傾向があった.(室温

略同様)之は貯騒果実合糖量の変化に関する従来の試験日j日)並に昭和24，25年12月初旬東京にて行った

日来連果実品評審査会結果に比して本調査の含量が多く，叉同審査に於て暖地産のものが農地産のもの

より含量の多かったとととも併せ考える時， りんごに於ても或る時期迄は可溶性固形物含量の増加する

事が考えられる.併し同一果実内に於て比較的成熟の早い頂部の含量の大なる事は，澱粉泊失の最も早

い心部宮)の含量の少い事，前記の虫rlく減少期の果実の頂，底部の差が明かな芽j.よりしても，車tと熟期の

I子-い誌に含量が大となったものとは断ビられない.

要するにりんご果に於ては部位に依り可溶性同定物量従って含粕量を異にし，且時期的にも変化する

ものであるから果実審査等の烏合糖量告と調査する際は十分此の点を考臆する必要ーがあり，若し代表的な

部位を求むとせば，組織的にも果実の代表とされる2)赤道部皮居中央 (B点)を選ぶべきである.

摘 要

1) りんご果実に合有される可溶性固形物量の，果実内部位に依る差異，並び、に時期に拠る変化を

IIalld TIefractoll1oter・に依って調査jした(第 1，2衷)

2) 可溶性問形!j0J含量は同一果実内にでも部位に依り異札一般に外居部及び、頂部程，内部及び底部

より合畳多く，頂部，底部聞には有意の差が認められ，叉赤道部皮居中央 (B 点)の債は略該M~含量を:

代友するものと認められた.

8) 叉可法性問形物含量は時期的にも変化し，貯臨I十1数ヶ月聞は僅かながら増加の傾向を示した，

女

1) 木村光雄 (19日1):柿篇

2) 黒上泰治(1948):果樹園芸新議

ラ)総本熊市 (1947い果実及疏菜貯賊の研究

4) 森英男・皇豊島在覚 (f951い果実日本 6-2

SiJmmary 

献

日)斎藤泰治(1949):果実日本 4-3

6) 島 韓 郡 (1931):りんごの研究

7) 高橋郁郎(1947い柑橘

1) Hereill repDr臼 the(lata Oll the soluble sulid cOlltell七inapple fruit. 1'he data was researchod 

by !lleallS of the method. ()f Hand H巴fr札口tometertesting (Table 1-2) 

2) Tbe amOUllむofth日 solublesolid eUlltent was foumlむovary. with the part illむ11efruit. 

1'ha七p;紅色ialdifl'erellces were Sigllificltl1t. Stal1derc1 contenむwasfOllnd in B point of Fig. 1， wbich 
was the center of cortical layer in the cquatorial plal1e of a fruiι 

8) The ltmOUl1む of8olu]'l日 solidmatter increas日dsligh七1ydurillg a few !llonths uf storage 

period. 

).Lる科学的方訟を理解させる， (2) 因果律を理解させ

る可)植物界に起る新しい問題を解明するために熱

紋3せる， (4) 柏物と動物との差異と類似に関する理

解をりえ， 何人類及び{也の動物が如何Jに般物jに依存

ナるかを認識3せ， (6) 普通に)主ナる樹木の名と特徴

に精通Sせる，き庄がある.

一般J宙物学を刊するに当つては， {:也の課程との関係

や，植物学の日常生活えの応用を示すために，不断の

努力が必要である.日々の講義も，実物設明も，テス

トも，すべて上述の目標に対して如何に多く貢献する

かによって評価ナベまである佐藤E己)
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